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1.  平成23年3月期第2四半期の業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 301 37.4 △91 ― △91 ― △92 ―

22年3月期第2四半期 219 △34.4 △238 ― △238 ― △237 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △1,005.31 ―

22年3月期第2四半期 △2,586.82 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 733 659 89.9 7,165.25
22年3月期 828 751 90.8 8,170.56

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  659百万円 22年3月期  751百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

23年3月期 ― 0.00

23年3月期 
（予想）

― 0.00 0.00

3.  平成23年3月期の業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 720 10.5 5 ― 5 ― 0 ― 0.00



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  無  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、添付資料P.3「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q  92,002株 22年3月期  92,002株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  ―株 22年3月期  ―株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q  92,002株 22年3月期2Q 92,002株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績予想等の将来に関わる記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありますので、業績予想等に全面的に依存した投資等の判断は差し控え願います。業績予想の
前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料P.3「１．当四半期の業績等に関する定性的情報(３)業績予想に関
する定性的情報」をご覧ください。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第２四半期累計期間（平成22年４月１日～平成22年９月30日）におけるわが国経済は、緩やかな回復傾向が見

られたものの、海外経済の減速や円高による企業マインド面への影響などを背景に、改善の動きが弱まっており、

先行きについても、需要刺激策の効果の減衰などから景気改善の鈍化した状況がしばらく続いた後、緩やかに回復

していくと考えられております。 

 このような経済環境の下、当社事業に関係する通信関連分野では、NGN（Next Generation Network）でのサービ

スメニューの拡充（「ひかり電話」のデータ通信サービス「データコネクト」の導入）、携帯電話において高速通

信を可能とするLTE（Long Term Evolution）技術の新規導入準備、スマートフォン需要の顕在化などにおいて進展

が見られるものの、設備投資の回復のペースは依然として緩やかな状況にあります。 

 これらの市場環境の下、当社の第２四半期累計期間の業績は、売上高301,212千円、営業損失91,931千円、経常

損失91,465千円、四半期純損失92,490千円となりました。 

 売上高につきましては、電力系通信事業者向けシステム・インテグレーション分野の受注が好調であったことな

どにより、301,212千円（前年同期比37.4％増）と前年同期実績を81,993千円上回る増収となりました。 

 売上原価につきましては、主に受託開発案件に対応するための外注加工費の削減や減価償却費の減少により、

176,295千円（前年同期比9.5％減）と減少し、売上総利益につきましては、124,917千円（前年同期比409.4％増）

と前年同期実績を100,395千円上回りました。 

 販売費及び一般管理費につきましては、NGN対応SIP関連ソフトウエア開発を中心とした研究開発費などが増加し

たものの、第１四半期会計期間より業績連動型賞与制度に完全移行したことによる人件費の減少及び全般的な経費

削減を進めたことなどにより、216,848千円（前年同期比17.6％減）と減少いたしました。 

 営業損益につきましては、売上総利益が増加し、販売費及び一般管理費が減少したものの、当第２四半期累計期

間においては売上総利益が販売費及び一般管理費を吸収できなかったため、91,931千円の営業損失（前年同期は

238,509千円の営業損失）を計上しております。 

 経常損益につきましては、受取利息などの営業外収益が465千円（前年同期比6.9％増）となり、営業外費用の計

上はなく（前年同期も計上なし）、91,465千円の経常損失（前年同期は238,073千円の経常損失）を計上いたしま

した。 

 税引前四半期純損益につきましては、貸倒引当金戻入額による特別利益が278千円（前年同期比78.4％減）とな

り、固定資産除却損による特別損失が93千円（前年同期は計上なし）となったため、91,280千円の税引前四半期純

損失（前年同期は236,782千円の税引前四半期純損失）を計上いたしました。 

 四半期純損益につきましては、法人税等を1,210千円計上したため、92,490千円の四半期純損失（前年同期は

237,992千円の四半期純損失）を計上いたしました。 

 セグメントの業績は、次のとおりであります。 

①ソフトウエア販売 

 売上高につきましては、商用製品に搭載されるソフトウエアのライセンス提供が堅調であったことなどにより、

123,612千円（前年同期比254.8％増）と増加いたしました。売上原価につきましては、減価償却費の減少などによ

り、48,850千円（前年同期比28.8％減）と減少いたしました。これにより、セグメント利益74,762千円を計上して

おります。 

②受託開発 

 売上高につきましては、177,600千円（前年同期比3.7％減）と前年同期に比べて僅かに減少いたしました。売上

原価につきましては、外注加工費の削減を進めたものの、127,445千円（前年同期比1.1％増）と前年同期に比べて

僅かに増加いたしました。これにより、セグメント利益50,154千円を計上しております。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

（当第２四半期会計期間末の資産、負債、純資産の状況） 

 当第２四半期会計期間末における総資産につきましては、733,385千円（前事業年度末比11.4％減）となりまし

た。 

 流動資産につきましては、現金及び預金が353,669千円（前事業年度末比5.3％増）と増加したものの、売掛金が

198,895千円（前事業年度末比27.2％減）と減少したことなどにより、567,072千円（前事業年度末比15.3％減）と

なりました。 

 有形固定資産につきましては、資産の減価償却が進んだものの、MFP対応SIP関連ソフトウエアの開発に伴う設備

投資等を行ったことなどにより、16,843千円（前事業年度末比7.7％増）となりました。 

 無形固定資産につきましては、主に自社開発ソフトウエアMFP10（MFPプログラム2010（仮称））などの開発を行

い増加したものの、過年度に計上した自社開発ソフトウエアの減価償却が進んだことにより、101,195千円（前事

業年度末比4.1％増）となりました。 

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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 投資その他の資産につきましては、大きな変動はなく、48,274千円（前事業年度末比4.4％増）となりました。 

 当第２四半期会計期間末の負債総額につきましては、74,168千円（前事業年度末比3.0％減）となりました。 

 流動負債につきましては、売上高の増加に伴い、未払消費税等が増加したものの、外注加工費の削減により営業

未払金が減少したことなどから、74,168千円（前事業年度末比3.0％減）となりました。 

 固定負債につきましては、計上はありません。 

 当第２四半期会計期間末の純資産につきましては、四半期純損失を92,490千円計上したことに伴い利益剰余金が

減少したことにより、659,217千円（前事業年度末比12.3％減）となりました。 

（キャッシュ・フローの状況） 

 当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は353,669千円となり、前事

業年度末と比較して17,867千円増加しております。 

・営業活動によるキャッシュ・フロー 

 営業活動の結果、獲得された資金は59,239千円（前年同期は28,075千円の消費）となりました。これは主に、税

引前四半期純損失91,280千円の計上、売上債権74,270千円の回収、未収入金46,730千円の回収、減価償却費34,175

千円の計上などによるものであります。 

・投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動の結果、消費された資金は41,372千円（前年同期は33,655千円の消費）となりました。これは主に、ソ

フトウエアの取得による支出35,793千円によるものであります。 

・財務活動によるキャッシュ・フロー 

 財務活動によるキャッシュ・フローの計上はありません。（前年同期も計上なし） 

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

 平成22年５月14日に公表した平成23年３月期の通期業績予想からの変更はありません。 

 当第２四半期累計期間の業績につきましては、当初業績予想から上回ったものの、為替レートが円高基調にある

国内の経済動向による影響等の不透明な要素が多く、通期業績予想につきましては当初業績予想からの修正は行い

ません。ただし、今後、業績予想の修正が必要となった場合には、速やかに公表いたします。 

NTTグループが進めているNGNの商用サービスに関しては、「ひかり電話」のデータ通信サービス「データコネク

ト」が開始されるなど、今後もユーザーにとって有用なサービスが拡大することが想定され、当社が提供するSIP

関連技術についても需要が高まると見込んでおります。また、WiMAXやLTEなどの高速な移動通信環境の進展、スマ

ートフォン需要の更なる顕在化などが予想され、SIP関連技術を適用することが可能な領域が拡大する傾向にある

と思われます。 

このような市場環境において、当社では収益基盤の拡大に向けて、安定した収益を確保できる分野の創出、拡大

に努め、ライセンスビジネスに重点をおいた事業展開を図ってまいります。また、業績の変動に対応し、黒字が確

保できる柔軟なコスト構造への転換を図り、長期的に拡大していくことが確実な市場において、着実に果実を得る

よう事業を進捗させてまいります。 

（注）業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき当社で判断したものであります。予想には様々な

不確定要素が内在しており、実際の業績はこれらの予想数値と異なる可能性がありますので、この業績予想に

全面的に依存した投資等の判断は差し控え願います。 

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 当第２四半期累計期間において、簡便な会計処理及び特有の会計処理を採用しておりません。 

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 （会計方針の変更） 

 第１四半期会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用し

ております。 

 なお、上記会計基準及び適用指針の適用に伴う損益に与える影響はありません。 

 （表示方法の変更） 

 キャッシュ・フロー計算書 

① 前第２四半期累計期間において「営業活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めて表示してお

りました「未収入金の増減額(△は増加)」は、当第２四半期累計期間において、金額的重要性が増したた

め、独立科目として区分掲記しております。 

 なお、前第２四半期累計期間の「その他」に含まれる「未収入金の増減額(△は増加)」は△17,174千円で

２．その他の情報
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あります。 

② 前第２四半期累計期間においてソフトウエアの増加に伴う支出を「無形固定資産の取得による支出」とし

て表示しておりましたが、明瞭性の観点より、当第２四半期累計期間においては「ソフトウエアの取得によ

る支出」として表示しております。 

 なお、前第２四半期累計期間の「無形固定資産の取得による支出」に含まれる「ソフトウエアの取得によ

る支出」は△33,526千円であります。 

  

（３）追加情報 

 第１四半期会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年３月

27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年３

月21日）を適用しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 当社は、平成20年３月期以降営業損失を計上しており、将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑

義を生じさせるような状況が存在しております。しかしながら、黒字体質への転換を掲げた「中期経営方針」のも

と確実に改善施策を実行することにより、売上高の増加ならびに売上原価、販売費及び一般管理費の削減効果で当

第２四半期累計期間の損益状況を改善しております。このことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性は認

められないと判断しております。 
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 353,669 335,802

売掛金 198,895 273,165

原材料及び貯蔵品 292 1,950

その他 14,674 58,959

貸倒引当金 △459 △737

流動資産合計 567,072 669,140

固定資産   

有形固定資産 16,843 15,635

無形固定資産   

ソフトウエア 96,682 92,355

その他 4,512 4,816

無形固定資産合計 101,195 97,172

投資その他の資産   

差入保証金 48,274 46,226

その他 22,848 24,984

貸倒引当金 △22,848 △24,984

投資その他の資産合計 48,274 46,226

固定資産合計 166,313 159,033

資産合計 733,385 828,174

負債の部   

流動負債   

営業未払金 23,030 31,792

未払法人税等 7,055 7,996

製品保証引当金 874 868

その他 43,207 35,808

流動負債合計 74,168 76,465

負債合計 74,168 76,465

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,792,479 2,792,479

資本剰余金 2,574,639 2,574,639

利益剰余金 △4,707,901 △4,615,410

株主資本合計 659,217 751,708

純資産合計 659,217 751,708

負債純資産合計 733,385 828,174
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（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 219,219 301,212

売上原価 194,698 176,295

売上総利益 24,521 124,917

販売費及び一般管理費 263,030 216,848

営業損失（△） △238,509 △91,931

営業外収益   

受取利息 133 31

その他 301 433

営業外収益合計 435 465

経常損失（△） △238,073 △91,465

特別利益   

貸倒引当金戻入額 575 278

製品保証引当金戻入額 715 －

特別利益合計 1,291 278

特別損失   

固定資産除却損 － 93

特別損失合計 － 93

税引前四半期純損失（△） △236,782 △91,280

法人税、住民税及び事業税 1,210 1,210

法人税等合計 1,210 1,210

四半期純損失（△） △237,992 △92,490
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（第２四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 126,487 188,245

売上原価 106,743 106,477

売上総利益 19,743 81,768

販売費及び一般管理費 123,482 96,204

営業損失（△） △103,738 △14,435

営業外収益   

受取利息 85 29

その他 187 85

営業外収益合計 273 114

経常損失（△） △103,465 △14,320

特別利益   

製品保証引当金戻入額 585 －

特別利益合計 585 －

特別損失   

固定資産除却損 － 93

特別損失合計 － 93

税引前四半期純損失（△） △102,879 △14,414

法人税、住民税及び事業税 605 605

法人税等合計 605 605

四半期純損失（△） △103,484 △15,019
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純損失（△） △236,782 △91,280

減価償却費 59,492 34,175

貸倒引当金の増減額（△は減少） △575 △278

製品保証引当金の増減額（△は減少） △868 6

受取利息及び受取配当金 △133 △31

固定資産除却損 － 93

売上債権の増減額（△は増加） 205,175 74,270

たな卸資産の増減額（△は増加） △109 1,658

仕入債務の増減額（△は減少） △22,520 △8,762

未収入金の増減額（△は増加） － 46,730

未収消費税等の増減額（△は増加） △3,119 258

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,098 3,354

その他 △18,248 1,431

小計 △25,789 61,627

利息及び配当金の受取額 133 31

法人税等の支払額 △2,420 △2,420

営業活動によるキャッシュ・フロー △28,075 59,239

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 － △3,707

無形固定資産の取得による支出 △33,526 －

ソフトウエアの取得による支出 － △35,793

その他 △129 △1,871

投資活動によるキャッシュ・フロー △33,655 △41,372

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △61,730 17,867

現金及び現金同等物の期首残高 524,915 335,802

現金及び現金同等物の四半期末残高 463,184 353,669
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該当事項はありません。 

  

①報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社は、製品開発及び受託案件への投資に対する経営資産の配分意思決定アプローチが異なるため、収益管理に

重点をおき、「ソフトウエア販売」及び「受託開発」の２つを報告セグメントとしております。 

 「ソフトウエア販売」は、SIP・NGN関連技術を主体とするソフトウエア販売・ライセンス提供・サポートの提供

を行っております。「受託開発」は、SIP関連技術を主体とする受託開発・技術コンサルティング・ソリューショ

ン開発の請負を行っております。 

  

②報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第２四半期累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：千円）

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。 

  

当第２四半期会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

（単位：千円）

（注）セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

区分 

報告セグメント 

調整額 

四半期 

損益計算書 

計上額 

（注） 

ソフトウエア

販売 
受託開発 計 

売上高  

外部顧客への売上高  123,612  177,600  301,212  －  301,212

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  －  －

計   123,612  177,600  301,212  －  301,212

売上原価  48,850  127,445  176,295  －  176,295

セグメント利益  74,762  50,154  124,917  －  124,917

区分 

報告セグメント 

調整額 

四半期 

損益計算書 

計上額 

（注） 

ソフトウエア

販売 
受託開発 計 

売上高  

外部顧客への売上高  63,389  124,856  188,245  －  188,245

セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  －  －  －

計   63,389  124,856  188,245  －  188,245

売上原価  26,031  80,445  106,477  －  106,477

セグメント利益  37,357  44,410  81,768  －  81,768
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③報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

当第２四半期会計期間（自 平成22年７月１日 至 平成22年９月30日） 

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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（１）生産、受注及び販売の状況 

①生産実績 

 当第２四半期会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

注)１．金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．ソフトウエア販売の金額は、ソフトウエア提供のための製造原価を記載しております。 

②受注状況 

 当第２四半期会計期間の受注状況をセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

注) 金額には、消費税等は含まれておりません。 

③販売実績 

 当第２四半期会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと次のとおりであります。 

注)１．金額には、消費税等は含まれておりません。 

２．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総

販売実績に対する割合は次のとおりであります。 

４．補足情報

  前第２四半期会計期間 当第２四半期会計期間 

増減 
セグメントの名称 

(自 平成21年７月１日 

至 平成21年９月30日) 

(自 平成22年７月１日 

至 平成22年９月30日) 

  金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％) 

ソフトウエア販売  36,424  34.1  26,031  24.4  △10,393  △ 28.5

受託開発  70,319  65.9  80,445  75.6  10,126  14.4

合計  106,743  100.0  106,477  100.0  △266  △0.2

  前第２四半期会計期間 当第２四半期会計期間 

増減 
セグメントの名称 

(自 平成21年７月１日 

至 平成21年９月30日) 

(自 平成22年７月１日 

至 平成22年９月30日) 

  
受注高 

(千円) 

受注残高 

(千円) 

受注高 

(千円) 

受注残高 

(千円) 

受注高 

(千円) 

受注残高 

(千円) 

ソフトウエア販売  64,420  62,955  13,734  13,775  △50,685  △49,179

受託開発  190,259  182,930  131,660  85,864  △58,599  △97,065

合計  254,679  245,885  145,394  99,640  △109,284  △146,244

  前第２四半期会計期間 当第２四半期会計期間 

増減 
セグメントの名称 

(自 平成21年７月１日 

至 平成21年９月30日) 

(自 平成22年７月１日 

至 平成22年９月30日) 

  金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 構成比(％) 金額(千円) 増減率(％) 

ソフトウエア販売  19,767  15.6  63,389  33.7  43,621  220.7

受託開発  106,719  84.4  124,856  66.3  18,136  17.0

合計  126,487  100.0  188,245  100.0  61,758  48.8

  前第２四半期会計期間 当第２四半期会計期間 

相 手 先 
(自 平成21年７月１日 

至 平成21年９月30日) 

(自 平成22年７月１日 

至 平成22年９月30日) 

  金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％) 

株式会社ケイ・オプティコム  8,103  6.4  46,736  24.8

富士ゼロックス株式会社  38,141  30.2  41,862  22.2

三洋電機コンシューマエレクトロ

ニクス株式会社 
 4,637  3.7  31,038  16.5

株式会社日の丸産業社  9,232  7.3  21,360  11.3

北海道総合通信網株式会社  18,188  14.4  1,425  0.8
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